
PLAN レガシー１％クラブ
ご遺産の１％でできる大きな社会貢献

メンバーになりませんか？
　広がる貧富の格差、気候変動、感染症の蔓延……。
世界で混迷が続く昨今、日本の皆さまの社会貢献意識
はますます高まっていると言われています。
　そうしたなか、ライフスタイルの選択肢として「遺贈寄
付」「相続財産からの寄付」への関心が高まっています。
プラン・インターナショナルにも「手続きの仕方を知りた
い」「遺せる金額が分からない」「相続や終活についても

知りたい」などのお問合せを数多くいただいております。
　そうした情報をより多くの方にお届けするため、プ
ランは『PLANレガシー1％クラブ』を立ち上げました。
「ご遺産の1％の寄付でも、子どもたちの未来を応援す
る力は大きい」というメッセージが込められています。
メンバーの方には担当者がご相談に応じ、専門家やセ
ミナーをご案内します。情報収集にお役立てください。

「遺贈は資産家のするこ
と、と思っていましたが、
少額でもできるなら最
期の社会貢献として自
分の生涯を飾ることが
できると感じました」
（70代女性）

金額はご自由です。「資産の１％を」
とご指定いただいても
（１％未満でも可能です）

まずは情報収集から。こんなご相談や思いにご対応します
（※クラブへの登録は無料です。登録された場合でも、ご寄付は必須ではありません）

「亡父は塾を経営し、地
域の子ども会をリードし
てきました。そんな父
の残した財産を、子ど
もたちの“教育分野”の
活動に役立ててほしい
と考えました」（60代女性）

寄付の使途先（地域・活動分野）を
指定いただけます

「ご生前、プランのスポ
ンサーだった方から土
地や家屋などを遺贈い
ただきました。換価し、
支援活動に大切に使わ
せていただきました」
（プランの遺贈寄付担当者）

※精算型遺贈もありますので、事前にご相談ください

不動産・有価証券、
包括遺贈もお受けします



長年、夫と二人でプランのスポンサーとしてネパールやインドネシアのチャイルドと交
流を重ね、実際に会いに行ったりと、楽しい時間を過ごしてきました。夫が他界し
た後、相続財産の一部でネパールの学校建設を支援しました。「遺された資産は世界
の子どもたちのために使いたい、なかでも教育こそが子どもたちの未来に欠かせない」
と考えてのことです。プランから完了報告書が届き、真新しい安全な教室で学ぶ子
どもたちの写真を見たら、うれしい気持ちでいっぱいになりました。 （70代女性）

お名前

メッセージ（あれば）

電話番号

ご住所

メールアドレス

SP番号（あれば）

夫の遺産でネパールの子どもたちに教育を

申込書 （『PLANレガシー１％クラブ』のメンバーとして申し込みます）

クラブに登録された方には……

メンバーに
なった方の声

クラブへの登録方法 
（それぞれの宛先は下記の「登録の申込み・お問い合わせ」をご参照ください）

登録の申込み・お問い合わせ

写真／新しく完成した校舎。新校舎の壁に掲げられたプレートには、ご夫妻のお名前が刻まれています

※クラブへの登録は無料です。登録された場合でも、必ずご寄付いただかなくてはならないわけではありません。また、すぐにご寄付いただか
なくてはならないものでもありません。プランの担当者とつながり、情報収集しながらご検討ください

❶ パンフレット進呈
　  （遺言書の種類や事例、
　  遺贈の流れなどを解説しています）

❷ 主婦の友社発行の
　 『エンディングノート』進呈
❸ プランの遺贈・相続財産寄付
　 担当者が、随時、
　  ご相談を承ります
❹ 必要な場合は、専門家（司法書士、
　  弁護士、信託銀行など）をご紹介します
❺ プラン主催のセミナー
　 （「遺言書の書き方」「終活について」など）

　  のご案内や遺贈・相続寄付の体験談など
　  の情報をお届けします

❶ メールで　
　 お名前、ご住所、電話番号、お持ちの方はSP番号をお知らせください。
　 件名は「レガシー」にてお願いします

❷ お電話で　
❸ 下記の申込書に記入して郵送
　　※皆さまからお預かりした個人情報は、全役職員が、行動基準として定めた
　　個人情報保護方針を遵守し、安全かつ厳正に取り扱ってまいります

公益財団法人プラン・インターナショナル・ジャパン　遺贈寄付担当
〒154－8545 東京都世田谷区三軒茶屋2－11－22 サンタワーズセンタービル11階

電話 03－5481－6100（平日9：00～17：30）　
メール  izou＠plan-international.jp

「将来的に自分や家族に少しでも遺
産があれば寄付したいと考えてい
ます。人生の最後まで少しでもプラ
ンのお役に立てればと思いました」
（50代 女性）

「こうした相談ができるとこ
ろがあるのは、大変うれし
くありがたいです」
（60代 女性）

「遺言書を作成しておくことは
“死”を考えることではなく、これ
から先の“生きる”を考えることで
あると思っております」
（60代 女性）


